
梧陵のふるさと （第１章）

鰯網漁の様子です。 広村では、

遠く （　　　　　 ） や （ 　　　　　 ） まで

出漁することもありました。

〔展示番号６参照〕

湯浅の浜で、 小船に特産の

（  　　　　　　　） が入った樽を

積み込んでいます。 小船が

沖合に停泊している帆船に

近づき、 樽を積み替えて

います。 〔展示番号 3 参照〕

山田川河口にある （  　　　　　　）

に小船が停泊し、 荷物の積み

下ろしをしています。 石積みの

護岸には、 現在も蔵が建ち

並んでいます。

〔展示番号 3 参照〕

明治時代の湯浅 ・ 広の風景をみてみよう。
〔展示番号３〕

広村にあった 「大波戸」

と呼ばれた船着き場です。

紀伊藩初代藩主の

（　　　　　　　　  ） が築いた

といわれています。

〔展示番号 8 ～ 10 参照〕

祖父･灌圃と周辺の人々 （第２章）

右手にうけ棒、 左手に鉾をもつ鼻高面を

かぶった人がみえます。 広八幡神社には、

1589 年に灌圃の先祖である

（ 　　　　　　　　　　　 ） という人が作った鼻高面が

残されています。 1824 年にその鼻高面を

灌圃と矩美の 2 人が修理をしています。

〔展示番号 19 参照〕

行列が出発する場所で、 （　　　　　　　） の幟が

みえます。 その奥にある男山では、 江戸時代

終わりから明治時代の初めにかけてやきものが

焼かれました。 職人の 1 人に、 印南町出身の

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） がいました。

〔展示番号 15 ・ 42 参照〕

行列には、 楽器を演奏する人も参加しています。

梧陵の祖父である灌圃は、 （ 　　　　 ） という

管楽器を担当していました。 この絵にもその

楽器を演奏する人が描かれています。

〔展示番号 15 ～ 17 参照〕

行列は浜にある （ 　　　　　　　 ） に向かって

います。 そこには湯をわかす釜がおかれて

います。 到着した行列の人々は、 わかした

釜のお湯に笹を浸し、 身にふりかけて、

神に祈る神事を行いました。

〔展示番号 15 参照〕

広八幡神社で行われた渡御行列の様子をみてみよう。
〔展示番号 15〕

安政地震津波と梧陵 ・ 咏処 （第３章）
襲ってきた津波から、 高台にある

（　　　　　　　　　　　） に逃げる人々の姿が

みえます。 道の両側の田では、 刈り

取った （ 　　　　　　 ） に火がつけられて

います。 この道は、 毎年行われる渡御

行列の道でもありました。

広川の上流に 2 隻の

（ 　　　　　 ） がみえます。

おそらく、 広川を

さかのぼった津波が

運んだとみられます。

津波が、 室町時代に畠山氏が

築造したといわれる

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

を越えて、 家や田が海水に

浸かっています。

津波から４年後に梧陵によって

（　　　　　　　　　　） が築かれました。

〔展示番号 6･７参照〕

広村を襲った安政の大津波の様子をみてみよう。
〔展示番号 24〕

幕末･維新期における梧陵と海荘 （第４章）

右に見える 2 隻の巨大な船は、 アメリカの

船です。 その色から （ 　　　　 ） と呼ばれて

いました。 一方、 左にみえるたくさんの小さな

船は日本の船です。 この事件が起こったとき、

梧陵は （　　　　　 ） にいました。

 〔展示番号 32 参照〕

19 世紀中ごろに日本にやってきた
外国船の様子をみてみよう

この船は、 1８54 年に和歌山の日高沖に現れた （　　　　　　） のディアナ号です。

驚いた紀伊藩は、 海岸防備を村役人や地士に命じ、 梧陵も海岸の固場に

詰めています。 〔展示番号 33 参照〕

東側から湯浅の町や湯浅湾を描いています。

沖にはたくさんの帆船が停泊し、浜には

小船が並び、樽らしきものを乗せて浜に

向かう（　　　　）が見えます。

〔展示番号３参照〕

1875年に行われた広八幡神社の祭礼

行列を描いています。広八幡神社では、

江戸時代から毎年８月15日に祭礼が

行われ、神社での神事のあと、神社から

浜に渡御行列が行われました。

最後尾では、白装束の人が（　　　）を

担いでいます。〔展示番号15参照〕

広村を襲った1854年の大津波の様子を描いています。

描いたのは、広川町出身で、千葉県銚子市で醤油醸造業を

営んでいた（ ）という人です。

〔展示番号24参照〕

1853年にアメリカ東インド艦隊司令長官の

（ ）が、４隻の軍艦を率いて神奈川県

横須賀市の浦賀沖に現れ、6日後に横須賀市の

久里浜に上陸する様子を描いています。

〔展示番号32参照〕

『安政聞録』 が

残されている （  　　　　　　）

という寺です。

〔展示番号 24 参照〕
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　現在の和歌山県内に、人々が住み始めたのは、今か

ら約３万年前の旧石器時代のことでした。その後、奈良

時代からは、紀伊
き い の

国
く に

と書き表されるようになります。

　紀州
き し ゅ う

ともよばれた紀伊国は、現在の和歌山県に三重

県の南部を加えた広い土地でした。

　戦国時代の終わりごろ、和歌山城が築かれ、その城

下町を和歌山と呼ぶようになり、明治時代以降は、県

全体も和歌山という名前になったのです。

問題４

　 きのくにでは、古くから

観音
かんのん

菩薩
ぼさつ

をまつるお寺が

開かれています。それらの

お寺を巡るコースをなんと

呼びますか？（　　　）に入

る数字を答えてください。

答え　西国（　　　）ヶ所

問題５

　　空海（弘法大師）が高

野山を開いた後、守護神

として丹生
に 　う

都
つ

比
ひ

売
 め

神社な

どにまつられた２人の神様

は、何という名前ですか？

答え（　　　　　　）明神
みょうじん

　　　（　　　　　　）明神
みょうじん

問題１

　 弥生
や よ い

時代になると、３種

類の形の土器がみられる

ようになります。それぞれ

何というでしょうか？

答え （                    ）

       （                    ）

       （                    ）

問題２

　 奈良時代の人々が納め

た税のうち、成人男性が、

地域の特産物を納めるも

のを何といいますか？（き

のくにでは、塩を納めるこ

とが多かったようです。）

答え（                    ）

問題３

阿氐河
あ て が わ の

荘
しょう

の農民は地頭
　じ　と　う

の

湯浅
ゆ　あ　さ

氏
し

のひどい仕打ちを

文書で訴えました。その文

書の特徴は何でしょうか？

答え　ほとんどの文字が

（　　　　　　　　）で書かれ

ている。

常設展「きのくにの歩み」コース

原始・古代１ 古代２ 中世１

きのくに
の祈り

近代・現代 近世 中世２

全体も和歌山という名前になったのです。

【常設展や企画展、２階の展示を見た感想や印象を書

いてください。】

企
画
展
示
室

問題６

　　熊野
く ま の

地方には、熊野三
さん

山
ざん

という３つの霊地があり、

それぞれ中心となる神社

がありますが、その名前を

書きなさい。

答え

熊野（　　　　）大社
たいしゃ

熊野（　　　　）大社
たいしゃ

熊野（　　　　）大社
たいしゃ

問題９問題１０問題１１

　和歌山藩では、1873年

の全国徴兵令
ちょうへいれい

に先がけ

て、20歳になった男性を

士族
し ぞ く

・平民
へいみん

に関係なく徴
ちょう

兵
へい

する制度が行われまし

た。この制度は、何と呼ば

れているでしょうか？

答え（　　　　　　　　）制

　　紀伊
き い

徳川
とくがわ

家
け

は14代に

わたって紀伊
き い

藩主
はんしゅ

をつと

めましたが、そのうち２人

は江戸幕府の将軍になっ

ています。それは、誰と誰

でしょうか？

答え　徳川（　　　　　）

　　　　徳川（　　　　　）

　「戦国時代の勢力配置」

のパネルを見ると、この時

代のきのくにでは、特徴的

なことがうかがわれます。

それは、どのようなことで

しょうか？

答え

　　那智
な ち

参詣
さんけい

曼荼羅
ま ん だ ら

図
ず

の

中で、熊野
く ま の

那智
な ち

大社
たいしゃ

の屋

根には、ある鳥がとまって

います。その鳥は、熊野の

神のお使いとして知られて

いますが、それは何という

鳥でしょうか？

答え（　　　　　　　　）

　　熊野
く ま の

三山
さんざん

へ向かう熊野
く ま の

古道
こ ど う

（参詣
さんけい

道
みち

）沿いには、

数多くの小さな神社があ

り、人々はこれらにもお参

りしながら熊野へ向かいま

した。これらの神社は何と

呼ばれますか？

答え（　　　　　　　　）

問題７問題８
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